
足利銀行の受皿選定に係る地元要望の反映状況について

Ｈ１８．９～　　「選定開始～第１段階」 Ｈ１９．１～　　「第２段階」 Ｈ１９．９～　　「第３段階」

№

Ⅰ　受皿の公募要領に関する要望

1 　１　公募条件について

 　(1)　「受皿候補」として応募した基本的な応募理由

 　(2)　受皿移行後の「新銀行」の基本的な経営ビジョン

　 (3)　「新銀行」の中長期の経営主体、株主構成等のビジョン

2 　２　足利銀行のデューデリジェンスについて

Ⅱ　受皿の選定に関する要望

　１　地域銀行としての新銀行の形態について

3 　 (1)　株式譲渡による単独再生の選択

4 　 (2)　地方銀行として必要な外形基準

　２　地域銀行としての新銀行の経営戦略について

5  　(1)　地域密着型金融の機能強化の推進 　２　地域密着型金融の機能強化の推進 (2)①経営理念・経営方針

(5)③地域密着型金融の推進に関する方策

6  　(2)　中小企業の育成 (2)①経営理念・経営方針

(5)③地域密着型金融の推進に関する方策

7  　(3)　ＩＴを活用した新ビジネスモデルの構築 (5)①中長期の経営戦略及びビジネスモデルほか

8 　 (4)　地域貢献の確保 (5)⑤地域の活性化に資する方策

9  　(5)　指定金融機関と他の金融機関との協調 (2)①経営理念・経営方針

　３　受皿の新銀行に対するガバナンス等について

10 　 (1)　適正ガバナンスの確保 (2)②役員の構成及び選任に関する方針

11  　(2)　新銀行の機関銀行化の防止 (1)①当社の概要及び設立経緯等〈独立不偏を維持〉

(3)④株主、その関係者及び役員との取引の適正を確保するための方策

　４　国の新銀行に対するガバナンス等について

12 　 (1)　金融庁検査、日銀考査等の検査の実施 株式売買契約書第１７条ほか

13  　(2)　預金保険機構による株式保有の可能性

14  　(3)　新銀行の株式上場前の第三者への譲渡等の防止 (2)④資本政策　　株式売買契約書第１９条及び第２０条

　５　地域の新銀行に対する関与等について

15  　(1)　地元資本の参入 　４　地元資本の参入に配慮すること

16 　 (2)　地域金融安定化のための地域の関与

その他 その他

　○　要望事項が各選定過程で反映されること

　○　新内閣において、上記の項目等の要望に特段の配慮を ○　特に上記の５項目の要望に理解と配慮を

○　受皿選定に支障のない範囲での更なる情報開示

(1)①当社の概要及び設立経緯等【コンソーシアムメンバーの属性と出資形態】

(2)③経営管理体制の整備

安倍新内閣への要望内容（H18.10.16） 安倍内閣への再度の要望内容（H19.4.23）

　５　長期的、安定的な経営を目指す受皿であるこ
       と

　○　今後の選定過程の節目に県の意見を述べる場を設定す
        ること

　２　受皿を決定した場合には、速やかに受皿の事
    業計画等を開示し、その選定理由と経過等につ
    いて明らかにするとともに、受皿と県等との意見
    交換・協議の機会を設定すること。

　３　譲受後の受皿が事業計画等に沿った責任を
    十分果たすよう、適切な指導・監督はもとより、
    株式上場前の第三者への安易な株式譲渡の制
    限など、受皿との契約等による措置を含めた万
    全の体制での国等の監視機能を確保すること。

(1)②採用する譲受け方式ほか　

【１６項目をベースとした重点要望項目】

　１　足利銀行の現在の機能及び資産・組織・人材
       等を引き継いでいくこと

(1)②採用する譲受け方式ほか　　・株式売買契約書（前文）

(6)①営業体制の整備、②人事管理政策

　１　最終的な受皿を決定する第三次審査におい
    ては、譲受金額の多寡のみによらず、新銀行の
    長期的・安定的な経営を目指し、真に地域密着
    型金融を実践することが確実であり、かつ、地
    域の信頼等を得るために必要な地元資本の参
    入に配慮した受皿を選定すること。　３　引き続き中小企業の育成、企業再生に取り組

       んでいくこと

国  に  対  す  る  要  望  項  目 事業計画・株式売買契約書

（左記の要望項目の主な反映状況）
（公募及び第一次審査） （事業計画書の審査：第二次審査） （譲受条件等の審査：第三次審査）

第１回知事ヒアリング（H18.9.19）の要望内容 第２回知事ヒアリング（H19.2.8）の要望内容
福田内閣への要望内容の概要（H19.10.19、31）

【１ ６  項  目  の  要  望】

資料No

公募要領に反映済


